
Ｃ
造
の
新
築
、
改
築
、
増
築

Ｃ
造
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、

改
修
の
元
請
施
工
実
績
を

改
修
の
元
請
施
工
実
績
を
有

す
る
こ
と
―
な

す
る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
広
島
市
安

　
工
事
場
所
＝
広
島
市
安
佐

北
区
落
合

北
区
落
合
３
―
　
―
　
ほ
か
ほ
か

1414

1818

工
事
概
要
＝
外
壁
改
修

　
工
事
概
要
＝
外
壁
改
修
・

防
水
改
修

防
水
改
修
（
　
号
館
＝
Ｒ

号
館
＝
Ｒ
Ｃ

1818

造
５
階
建
延

階
建
延
１
２
２
７

１
２
２
７
・
　7070

釈
、　

号
館
＝
Ｒ
Ｃ
造

号
館
＝
Ｒ
Ｃ
造
５
階

2222

建
延
建
延
１
５
３
８

１
５
３
８
・
　

釈
、　

6060

2323

主
た
る
営
業
所
。
同
業
種

主
た
る
営
業
所
。
同
業
種
の

年
間
平
均
完
工
高
が
予
定

年
間
平
均
完
工
高
が
予
定
価

格
以
上
。

格
以
上
。
２
０
０
８

２
０
０
８
年
度
年
度
以

降
に
Ｓ
造
、
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ

降
に
Ｓ
造
、
Ｒ
Ｃ
造
、
Ｓ
Ｒ

市
、
安
芸
高
田
市
、
江
田

市
、
安
芸
高
田
市
、
江
田
島

市
、
府
中
町
、
海
田
町
、

市
、
府
中
町
、
海
田
町
、
熊

野
町
、
坂
町
、
安
芸
太
田
町

野
町
、
坂
町
、
安
芸
太
田
町
、

北
広
島
町
、
大
崎
上
島
町

北
広
島
町
、
大
崎
上
島
町
に

広
島
県
営
繕
課

　
広
島
県
営
繕
課
は
　
日
、
日
、

2828

総
合
評
価
落
札
方
式
（
実

総
合
評
価
落
札
方
式
（
実
績

評
価
型
）
の
一
般
競
争
入

評
価
型
）
の
一
般
競
争
入
札

で
「
県
営
高
陽
住

で
「
県
営
高
陽
住
宅
　
、　

、

1818

2222

　
、　

号
館
外
壁
改
修
そ

号
館
外
壁
改
修
そ
の

2323

2525

他
工
事
」
を
公
告
す
る
。

他
工
事
」
を
公
告
す
る
。
９

月
　
・
　

日
で
入
札
書
を

日
で
入
札
書
を
受

2525

2626

け
付
け
、

け
付
け
、
同
　
日
に
開
札

日
に
開
札
す

2727

る
。
加
算
点
の
最
高
点
数

る
。
加
算
点
の
最
高
点
数
は

　
点
。

40
参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

り
。参

加
資
格
＝
建
築
一
式

　
参
加
資
格
＝
建
築
一
式
工

事
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
等
級
。

事
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
等
級
。
広

島
市
、
呉
市
、
竹
原
市
、

島
市
、
呉
市
、
竹
原
市
、
大

竹
市
、
東
広
島
市
、
廿
日

竹
市
、
東
広
島
市
、
廿
日
市

広島県
営繕課

県
営
高
陽
住
宅
外
壁
改
修

按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按
按按按按按

入
札
入
札
書書
99
月月
㮇
・・

日
㮇
日

2525

2626

る
。主

な
参
加
資
格
は
、
文

　
主
な
参
加
資
格
は
、
文
部

科
学
省
に
お
け
る
入
札
参

科
学
省
に
お
け
る
入
札
参
加

資
格
の
設
計
・
コ
ン
サ
ル

資
格
の
設
計
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
業
務
の
う
ち
、「
建

ィ
ン
グ
業
務
の
う
ち
、「
建
築

関
係
設
計
・
施
工
管
理
業
務

関
係
設
計
・
施
工
管
理
業
務
」

の
認
定
を
受
け
、

の
認
定
を
受
け
、
２
０
０

２
０
０
８

国
立
高
専
機
構
広
島
商

　
国
立
高
専
機
構
広
島
商
船

高
等
専
門
学
校

高
等
専
門
学
校
は
　
日
、
一

日
、
一

2525

般
競
争
入
札
で
「
広
島
商

般
競
争
入
札
で
「
広
島
商
船

高
専
流
通
情
報
工
学
科
校

高
専
流
通
情
報
工
学
科
校
舎

改
修
工
事
監
理
業
務
」
を

改
修
工
事
監
理
業
務
」
を
再

公
告
し
た

公
告
し
た
。

申
請
書
な
ど
必
要
書
類

　
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を

８
月

日
ま
で
受
け
付

月
　

日
ま
で
受
け
付
け

3131

る
。
入
札
書
の
提
出
は

る
。
入
札
書
の
提
出
は
９
月

６
日
か
ら

日
ま
で
の
期

日
か
ら
　
日
ま
で
の
期
間

1111

で
求
め
、
翌

日
に
開
札

で
求
め
、
翌
　
日
に
開
札
す

1212

山
口
市
上
下
水
道
局

　
山
口
市
上
下
水
道
局
は
　2525

日
、
条
件
付
一
般
競
争
入

日
、
条
件
付
一
般
競
争
入
札

で
「
旭
通
り
マ
ン
ホ
ー
ル

で
「
旭
通
り
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
№

ン
プ
№
２
汚
水
ポ
ン
プ
更

汚
水
ポ
ン
プ
更
新

工
事
」
を
公
告
し
た
。
参

工
事
」
を
公
告
し
た
。
参
加

資
格
確
認
申
請
書
な
ど
は

資
格
確
認
申
請
書
な
ど
は
８

月
　
日
ま
で
、
入
札
書
は

日
ま
で
、
入
札
書
は
９

3131
月
８
日
か
日
か
ら
　
日
ま
で
、

日
ま
で
、
い

1212

ず
れ
も
電
子
入
札
シ
ス
テ

ず
れ
も
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム

で
受
け
付
け
る
。
開
札
は

で
受
け
付
け
る
。
開
札
は
９

月
　
日
午
前

日
午
前
９
時
　
分
。
事

分
。
事

1313

5050

業
担
当
は
下
水
道
施
設
課

業
担
当
は
下
水
道
施
設
課
。

参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

参
加
資
格
＝
塗
装
工
事

　
参
加
資
格
＝
塗
装
工
事
の

Ａ
等
級
（
県
内
に
営
業
所

Ａ
等
級
（
県
内
に
営
業
所
）

ま
た
は
Ｂ
等
級
（
県
内
に

ま
た
は
Ｂ
等
級
（
県
内
に
主

た
る
営
業
所
）
。
同
業
種

た
る
営
業
所
）
。
同
業
種
の

年
間
平
均
完
工
高
が
予
定

年
間
平
均
完
工
高
が
予
定
価

格
以
上
。

格
以
上
。
２
０
０
８

２
０
０
８
年
度
年
度
以

降
に
吊
足
場
の
設
置
撤
去

降
に
吊
足
場
の
設
置
撤
去
を

伴
う
鋼
橋
上
部
工
塗
装
工

伴
う
鋼
橋
上
部
工
塗
装
工
事

の
元
請
施
工
実
績
を
有
す

の
元
請
施
工
実
績
を
有
す
る

の
最
高
点
数

の
最
高
点
数
は
　
点
。
点
。

5050

参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

り
。

路
災
害
防
除
工
事
（
橋
梁

路
災
害
防
除
工
事
（
橋
梁
補

修
・
公
共
）
牛
谷
橋
外
」

修
・
公
共
）
牛
谷
橋
外
」
を

公
告
し
た
。

公
告
し
た
。
９
月
　
・
　

日

2020

2121

で
入
札
書
を
受
け
付
け
、

で
入
札
書
を
受
け
付
け
、
同

　
日
に
開
札
す
る
。
加
算

日
に
開
札
す
る
。
加
算
点

2222

広
島
県
北
部
建
設
事
務

　
広
島
県
北
部
建
設
事
務
所

庄
原
支
所

庄
原
支
所
は
　
日
、
総
合

日
、
総
合
評

2525

価
落
札
方
式
（
実
績
評
価

価
落
札
方
式
（
実
績
評
価
１

型
）
の
一
般
競
争
入
札

型
）
の
一
般
競
争
入
札
で

「
一
般
国
道

「
一
般
国
道
４
３
２

４
３
２
号
外
号
外
道

北部建設
庄原支所

国
道
㮇
号
橋
梁
補
修（
牛
谷
橋
）

443322432

99
月月
㮇
・・

日
で
入
札

㮇
日
で
入
札
書書

2020

2121

所
属
で
住
友
大
阪
セ
メ
ン

所
属
で
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト

建
材
事
業
部
営
業
統
括
グ

建
材
事
業
部
営
業
統
括
グ
ル

ー
プ
の
鹿
島
篤
志
課
長
が

ー
プ
の
鹿
島
篤
志
課
長
が
担

当
し
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

当
し
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
電
気
防
食
シ
ス
テ

造
物
の
電
気
防
食
シ
ス
テ
ム

（
エ
ル
ガ
ー
ド
工
法
）
」
を

（
エ
ル
ガ
ー
ド
工
法
）
」
を
テ

ー
マ
に
、
鉄
筋
腐
食
と
そ

ー
マ
に
、
鉄
筋
腐
食
と
そ
れ

を
防
ぐ
電
気
防
食
の
メ
カ

を
防
ぐ
電
気
防
食
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
説
い

ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
説
い
た

ほ
か
、
コ
ス
ト
や
補
修

ほ
か
、
コ
ス
ト
や
補
修
事

例
、
さ
ら
な
る
技
術
発
展

例
、
さ
ら
な
る
技
術
発
展
に

向
け
た
取
組
み
な
ど
に
つ

向
け
た
取
組
み
な
ど
に
つ
い

て
も
詳
し
く
解
説

て
も
詳
し
く
解
説
。

　
後
半
で
は
、
岡
田
繁
之

後
半
で
は
、
岡
田
繁
之
副

会
長
（
橋
梁
調
査
会
）

会
長
（
橋
梁
調
査
会
）
が

「
中
国
地
方
整
備
局
と
中

「
中
国
地
方
整
備
局
と
中
国

５
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断

県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診
断
士

会
と
の
意
見
交
換
会
報
告

会
と
の
意
見
交
換
会
報
告
」

と
題
し
、
当
日
行
わ
れ
た

と
題
し
、
当
日
行
わ
れ
た
５

県
診
断
士
会
の
活
動
報
告

県
診
断
士
会
の
活
動
報
告
や

診
断
士
の
社
会
的
地
位
向

診
断
士
の
社
会
的
地
位
向
上

に
向
け
た
議
論
、
要
望
活

に
向
け
た
議
論
、
要
望
活
動

の
要
旨
及
び
整
備
局
か
ら

の
要
旨
及
び
整
備
局
か
ら
の

回
答
内
容
な
ど
披
露
し
た

回
答
内
容
な
ど
披
露
し
た
。

定
例
会
は
、
会
員
の
技

　
定
例
会
は
、
会
員
の
技
術

向
上
や
情
報
交
換
な
ど
を

向
上
や
情
報
交
換
な
ど
を
目

的
に
的
に
２
０
１
１

２
０
１
１
年
の
設
立

年
の
設
立
時

か
ら
隔
月
で
開
催
。
時
節

か
ら
隔
月
で
開
催
。
時
節
に

応
じ
て
毎
回
テ
ー
マ
を
変

応
じ
て
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え

て
継
続
さ
れ
て
お
り
、
こ

て
継
続
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

日
で
　

回
目
を
数
え
て

回
目
を
数
え
て
い

5454

る
。

の
第
　
回
定
例
会

回
定
例
会
が
　
日
、
日
、

5454

2323

広
島
市
中
区
で
開
か
れ
、

広
島
市
中
区
で
開
か
れ
、
会

員
約
　
人
が
参
加
。
電
気

人
が
参
加
。
電
気
防

3030

食
に
関
す
る
特
別
講
演
の

食
に
関
す
る
特
別
講
演
の
ほ

か
、
今
年

か
、
今
年
７
月
に
中
国

月
に
中
国
５
県

の
診
断
士
会
と
合
同
開
催

の
診
断
士
会
と
合
同
開
催
し

た
中
国
地
方
整
備
局
と
の

た
中
国
地
方
整
備
局
と
の
意

見
交
換
会
の
内
容
報
告
な

見
交
換
会
の
内
容
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
た

が
行
わ
れ
た
。

会
の
冒
頭
で
は
、
十
河

　
会
の
冒
頭
で
は
、
十
河
会

長
（
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー

長
（
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

研
究
会
）
が
、
こ
の
日
の

研
究
会
）
が
、
こ
の
日
の
講

演
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に

演
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
し
た
の
ち
、
「
長
時
間

明
し
た
の
ち
、
「
長
時
間
に

な
る
が
、
ぜ
ひ
最
後
ま
で

な
る
が
、
ぜ
ひ
最
後
ま
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た

あ
い
さ
つ
し
た
。

特
別
講
演
の
講
師
は
、

　
特
別
講
演
の
講
師
は
、
日

本
エ
ル
ガ
ー
ド
協
会
事
務

本
エ
ル
ガ
ー
ド
協
会
事
務
局

広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
広
島
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
会
（
十
河
茂
幸
会
長

断
士
会
（
十
河
茂
幸
会
長
）

十河会長

第54回定例会

電気防食の特別講演など披露
広島県コンクリート診断士会

工
事
内
容
＝
本
庁
舎
Ｒ

　
工
事
内
容
＝
本
庁
舎
Ｒ
Ｃ

造
３
階
建
延
べ

階
建
延
べ
２
８
３

２
８
３
０
釈

と
増
築
棟
Ｓ
造

と
増
築
棟
Ｓ
造
３
階
建
延

階
建
延
べ

１
０
１
０
５
釈
に
係
る
管
工

に
係
る
管
工
事

（
熱
源
設
備
及
び
空
調
設

（
熱
源
設
備
及
び
空
調
設
備

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
、
照

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
、
照
明

器
具
更
新

器
具
更
新
）

工
期
＝

　
工
期
＝
２
０
２
４

２
０
２
４
年
３
月

　
日
31

参
加
資
格
＝
裁
判
所
に

　
参
加
資
格
＝
裁
判
所
に
お

け
る
管
工
事
の
資
格
区
分

け
る
管
工
事
の
資
格
区
分
で

Ｂ
等
級
の
認
定
―
な

Ｂ
等
級
の
認
定
―
な
ど

総
合
評
価
方
式
は
施
工
能

総
合
評
価
方
式
は
施
工
能
力

評
価
型
Ⅰ
型
を
採
用
し
、

評
価
型
Ⅰ
型
を
採
用
し
、
賃

上
げ
実
施
企
業
に
対
す
る

上
げ
実
施
企
業
に
対
す
る
加

点
も
行
う
。
担
当
部
局
は

点
も
行
う
。
担
当
部
局
は
事

務
局
会
計
課
営
繕
係

務
局
会
計
課
営
繕
係
。

工
事
場
所
＝
山
口
県
岩

　
工
事
場
所
＝
山
口
県
岩
国

市
錦
見

市
錦
見
１
―
　
―
　

1616

4545

広
島
高
等
裁
判
所

　
広
島
高
等
裁
判
所
は
　2525

日
、「
山
口
地
家
裁
岩
国
支

日
、「
山
口
地
家
裁
岩
国
支
部

庁
舎
機
械
設
備
等
改
修

庁
舎
機
械
設
備
等
改
修
工

事
」
を
一
般
競
争
入
札
で

事
」
を
一
般
競
争
入
札
で
公

告
し
た
。
申
請
書
及
び
資

告
し
た
。
申
請
書
及
び
資
料

を
９
月
　

日
ま
で
受
け

日
ま
で
受
け
付

1111

け
、　
月
　
日
に
開
札
す
る

日
に
開
札
す
る
。

1010

1717

申
請
書
は
9
月
㮇
日
ま
で

11

広島高裁

岩
国
支
部
庁
舎
機
械
設
備
改
修

比
率
　
％
以
上
）
と
し
て

％
以
上
）
と
し
て
、

1515

国
、
地
方
公
共
団
体
が
発

国
、
地
方
公
共
団
体
が
発
注

す
る
建
築
物
に
係
る
機
械

す
る
建
築
物
に
係
る
機
械
設

備
工
事
を
施
工
し
た
実
績

備
工
事
を
施
工
し
た
実
績
を

有
す
る
―
な

有
す
る
―
な
ど

工
事
場
所
＝
床
波

　
工
事
場
所
＝
床
波
３
丁
目

工
事
概
要
＝
学
童
保
育

　
工
事
概
要
＝
学
童
保
育
施

設
増
築
に
係
る
機
械
設
備

設
増
築
に
係
る
機
械
設
備
工

事
工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2424

1515

か
ら
　
日
で
受
け
付
け
る

日
で
受
け
付
け
る
。

2020

開
札
は

開
札
は
９
月
　
日
。
日
。

2222

参
加
資
格
＝
本
店
を
市

　
参
加
資
格
＝
本
店
を
市
内

に
有
す
る
管
工
事
認
定

に
有
す
る
管
工
事
認
定
業

者
。
者
。
２
０
０
８

２
０
０
８
年
度
以
降

年
度
以
降
に

元
請
、
Ｊ
Ｖ
構
成
員
（
出

元
請
、
Ｊ
Ｖ
構
成
員
（
出
資

宇
部
市

　
宇
部
市
は
　
日
、
条
件

日
、
条
件
付

2828

一
般
競
争
入
札
で
「
西
岐

一
般
競
争
入
札
で
「
西
岐
波

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
施
設
増

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
施
設
増
築

（
機
械
設
備
）
工
事
」
を
公

（
機
械
設
備
）
工
事
」
を
公
告

し
た
。
申
請
書
は

し
た
。
申
請
書
は
９
月
４
日

ま
で
、
入
札
書
は

ま
で
、
入
札
書
は
９
月
　
日
1515

申
請
書
9
月
4
日
ま
で

宇部市

学
童
保
育
施
設
増
築（
機
械
設
備
）

社
宅
Ｒ
Ｃ
造

社
宅
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建
延
べ

階
建
延
べ
約

６
４
６
４
０
釈
（
防
水
修
繕
対

（
防
水
修
繕
対
象

面
積
約

面
積
約
２
６
２
６
０
釈
）

工
期
＝

　
工
期
＝
２
０
２
４

２
０
２
４
年
２
月

　
日
13

参
加
資
格
＝
建
設
業
法

　
参
加
資
格
＝
建
設
業
法
に

定
め
る
建
設
工
事
に
係
る

定
め
る
建
設
工
事
に
係
る
総

合
評
定
値
の
通
知
を
受
け

合
評
定
値
の
通
知
を
受
け
て

い
る
単
体
企
業
で
工
事
種

い
る
単
体
企
業
で
工
事
種
別

が
建
築
一
式
。
総
合
評
定

が
建
築
一
式
。
総
合
評
定
値

は
求
め
な
い
―
な

は
求
め
な
い
―
な
ど

ル
ー
プ
計
画
・
契
約
担
当

ル
ー
プ
計
画
・
契
約
担
当
。

工
事
場
所
＝
島
根
県
浜

　
工
事
場
所
＝
島
根
県
浜
田

市
長
沢
町

市
長
沢
町
４
５
０

４
５
０
―
３

工
事
内
容
＝
屋
上
防
水

　
工
事
内
容
＝
屋
上
防
水
の

全
面
改
修
を
主
と
し
た
工

全
面
改
修
を
主
と
し
た
工
事

を
行
う
も
の
で
対
象
施
設

を
行
う
も
の
で
対
象
施
設
は

日
本
郵
政
中
四
国
施
設

　
日
本
郵
政
中
四
国
施
設
セ

ン
タ
ー

ン
タ
ー
は
　
日
、
「
浜
田

日
、
「
浜
田
長

2424

沢
社
宅
防
水
修
繕
そ
の
他

沢
社
宅
防
水
修
繕
そ
の
他
工

事
」
を
一
般
競
争
（
郵
便

事
」
を
一
般
競
争
（
郵
便
入

札
、
事
後
審
査
）
で
公
告

札
、
事
後
審
査
）
で
公
告
し

た
。
申
込
書
や
入
札
書
は

た
。
申
込
書
や
入
札
書
は
９

月
　
日
ま
で
郵
送
に
よ
り

日
ま
で
郵
送
に
よ
り
受

1919
け
付
け
、
開
札
は

け
付
け
、
開
札
は
同
　
日
に
日
に

2626

行
う
。
入
札
担
当
は
業
務

行
う
。
入
札
担
当
は
業
務
グ

申
込
書
9
月
㮇
日
ま
で

19

日本郵政
中四国Ｃ

浜
田
長
沢
社
宅
防
水
修
繕

ら
れ
た
研
究
成
果
を
広
く

ら
れ
た
研
究
成
果
を
広
く
社

会
に
還
元
・
貢
献
す
る

会
に
還
元
・
貢
献
す
る
。

調
印
式
は
、
今
月

　
調
印
式
は
、
今
月
８
日
に

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
、
福
山
市

テ
ル
で
行
わ
れ
、
福
山
市
立

大
か
ら
佐
藤
理
事
長
・
学

大
か
ら
佐
藤
理
事
長
・
学
長

を
は
じ
め
、
伊
澤
幸
洋
理

を
は
じ
め
、
伊
澤
幸
洋
理
事

（
企
画
・
研
究
担
当
）
・
副

（
企
画
・
研
究
担
当
）
・
副
学

長
（
企
画
研
究
担
当
）
、
向

長
（
企
画
研
究
担
当
）
、
向
井

厚
志
理
事
（
教
務
・
学
生

厚
志
理
事
（
教
務
・
学
生
担

当
）・
副
学
長
（
教
務
学
生

当
）・
副
学
長
（
教
務
学
生
担

当
）
。
福
山
通
運
か
ら
は
、

当
）
。
福
山
通
運
か
ら
は
、
小

丸
社
長
を
は
じ
め
、
八
田

丸
社
長
を
は
じ
め
、
八
田
弘

明
専
務
、
江
藤
洋
専
務
が

明
専
務
、
江
藤
洋
専
務
が
出

席
し
た

席
し
た
。

シ
ッ
プ
等
に
よ
る
人
材
育

シ
ッ
プ
等
に
よ
る
人
材
育
成

の
推
進
」「
そ
の
他
、
本
協

の
推
進
」「
そ
の
他
、
本
協
定

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
と
認
め
る
事
項
」
の

必
要
と
認
め
る
事
項
」
の
４

項
目
。
両
者
は
今
後
、
産
学

項
目
。
両
者
は
今
後
、
産
学
の

連
携
を
通
じ
て
、
地
域
の

連
携
を
通
じ
て
、
地
域
の
文

化
・
経
済
の
進
展
に
関
す

化
・
経
済
の
進
展
に
関
す
る

研
究
に
取
組
む
と
と
も
に

研
究
に
取
組
む
と
と
も
に
、

研
究
開
発
や
人
材
育
成
な

研
究
開
発
や
人
材
育
成
な
ど

相
互
の
協
力
に
基
づ
き
、

相
互
の
協
力
に
基
づ
き
、
得

公
立
大
学
法
人
福
山
市

　
公
立
大
学
法
人
福
山
市
立

大
学
（
福
山
市
港
町
、
佐

大
学
（
福
山
市
港
町
、
佐
藤

利
行
理
事
長
・
学
長
）
は

利
行
理
事
長
・
学
長
）
は
、

福
山
通
運
（
福
山
市
東
深

福
山
通
運
（
福
山
市
東
深
津

町
、
小
丸
成
洋
社
長
）
と

町
、
小
丸
成
洋
社
長
）
と
包

括
協
定
を
交
わ
し
た

括
協
定
を
交
わ
し
た
。

　
連
携
項
目
は
「
物
資
輸

連
携
項
目
は
「
物
資
輸
送

及
び
交
通
事
故
の
予
防
に

及
び
交
通
事
故
の
予
防
に
関

す
る
調
査
研
究
」「
交
通
安

す
る
調
査
研
究
」「
交
通
安
全

教
育
の
促
進
」「
イ
ン
タ
ー

教
育
の
促
進
」「
イ
ン
タ
ー
ン

福
山
通
運
と
包
括
協
定

福山市立大

人
材
育
成
の
推
進
な
ど
で

国
土
交
通
省
は
、

　
国
土
交
通
省
は
、
２
０
２
０
２

４
年
度
予
算
の
概
算
要
求

年
度
予
算
の
概
算
要
求
を

発
表
し
た
。
国
費
は
一
般

発
表
し
た
。
国
費
は
一
般
会

計
が
前
年
度

計
が
前
年
度
比
　
・
１
％
増
％
増

1919

の
７
兆
３
８
９

３
８
９
億
円
。
公

億
円
。
公
共

事
業
関
係
費

事
業
関
係
費
が
　
・
０
％
増
％
増

1919

の
６
兆
２
９
０
９

２
９
０
９
億
円
、

億
円
、
非

公
共
事
業

公
共
事
業
が
　
・
４
％
増
％
増
の

2020

７
４
８
０

７
４
８
０
億
円
と
な
る

億
円
と
な
る
。　
2424

年
４
月
に
厚
生
労
働
省
か

月
に
厚
生
労
働
省
か
ら

水
道
整
備
・
管
理
行
政
が

水
道
整
備
・
管
理
行
政
が
移

管
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、

管
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
水

道
の
予
算
を
初
め
て
要
求

道
の
予
算
を
初
め
て
要
求
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
「
防
災
・

る
。
こ
の
ほ
か
、
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
カ
年
加
速
化
対
策
」
、
資

カ
年
加
速
化
対
策
」
、
資
材

価
格
高
騰
を
踏
ま
え
て
公

価
格
高
騰
を
踏
ま
え
て
公
共

事
業
の
実
施
に
必
要
な
経

事
業
の
実
施
に
必
要
な
経
費

な
ど
を
事
項
要
求
す
る

な
ど
を
事
項
要
求
す
る
。

「
国
民
の
安
全
・
安
心

　
「
国
民
の
安
全
・
安
心
確

保
」「
持
続
的
な
経
済
成
長

保
」「
持
続
的
な
経
済
成
長
の

実
現
」「
個
性
を
生
か
し
た

実
現
」「
個
性
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
と
分
散
型
国
づ

域
づ
く
り
と
分
散
型
国
づ
く

り
」
の

り
」
の
３
本
柱
を
設
定
し
、

本
柱
を
設
定
し
、
そ

れ
に
沿
っ
た
施
策
の
予
算

れ
に
沿
っ
た
施
策
の
予
算
措

置
を
求
め
る

置
を
求
め
る
。

一
般
会
計
の
う
ち
、「
経

　
一
般
会
計
の
う
ち
、「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
３

２
０
２
３
」
（
骨
太
の

」
（
骨
太
の
方

針
）
で
示
さ
れ
た
重
要
政

針
）
で
示
さ
れ
た
重
要
政
策

課
題
な
ど
に
対
応
す
る
予

課
題
な
ど
に
対
応
す
る
予
算

を
要
求
で
き
る
重
要
政
策

を
要
求
で
き
る
重
要
政
策
推

進
枠
は

進
枠
は
１
兆
６
１
４
９

６
１
４
９
億

円
。
防
災
・
減
災
、
国
土
強

円
。
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

化
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）・

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｘ
）・
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
な
ど
の

ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る

算
を
計
上
し
て
い
る
。

公
共
事
業
関
係
費
の
内

　
公
共
事
業
関
係
費
の
内
訳

は
、
一
般
公
共
事
業
費

は
、
一
般
公
共
事
業
費
が
　
・
1919

２
％
増
の

％
増
の
６
兆
２
３
３
３

２
３
３
３
億

円
、
災
害
復
旧
等
が
横
ば

円
、
災
害
復
旧
等
が
横
ば
い

の
５
７
５

５
７
５
億
円
。
公
共
事

億
円
。
公
共
事
業

関
係
費
の
う
ち
、
初
め
て

関
係
費
の
う
ち
、
初
め
て
要

求
す
る
水
道

求
す
る
水
道
は
　
・
６
％
増
％
増

1212

の
４
１
９

４
１
９
億
円
と
な
っ
て

億
円
と
な
っ
て
い

る
。一

般
会
計
の
ほ
か
、
東

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
東
日

本
大
震
災
復
興
特
別
会
計

本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
で

　
・
２
％
増
の

％
増
の
４
６
５

４
６
５
億
円
億
円
、

1515財
政
投
融
資
で

財
政
投
融
資
で
３
・
８
％
増

の
２
兆
４
１
５
６

４
１
５
６
億
円
を

億
円
を
要

求
す
る

求
す
る
。

予
算
の
積
算
が
困
難
な

　
予
算
の
積
算
が
困
難
な
ど

の
理
由
か
ら
、
予
算
編
成

の
理
由
か
ら
、
予
算
編
成
過

程
で
検
討
す
る
事
項
要
求

程
で
検
討
す
る
事
項
要
求
の

項
目
は
五
つ
。こ
の
う
ち
、

項
目
は
五
つ
。こ
の
う
ち
、
５

カ
年
加
速
化
対
策
、
資
材

カ
年
加
速
化
対
策
、
資
材
価

格
高
騰
を
踏
ま
え
た
公
共

格
高
騰
を
踏
ま
え
た
公
共
事

業
な
ど
の
実
施
に
必
要
な

業
な
ど
の
実
施
に
必
要
な
経

費
、「
国
民
保
護
・
総
合
的

費
、「
国
民
保
護
・
総
合
的
な

防
衛
体
制
の
強
化
な
ど
に

防
衛
体
制
の
強
化
な
ど
に
資

す
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備

す
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

必
要
な
経
費
」
の
三
つ
が

必
要
な
経
費
」
の
三
つ
が
イ

ン
フ
ラ
関
連
と
な
る

ン
フ
ラ
関
連
と
な
る
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

　
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必

要
な
経
費
が
新
規
の
項

要
な
経
費
が
新
規
の
項
目

で
、
空
港
や
港
湾
を
対
象

で
、
空
港
や
港
湾
を
対
象
イ

ン
フ
ラ
の
念
頭
に
置
き
、

ン
フ
ラ
の
念
頭
に
置
き
、
民

生
と
防
衛
の
両
方
に
利
用

生
と
防
衛
の
両
方
に
利
用
で

き
る
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
を

き
る
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
を
意

識
し
た
整
備
な
ど
に
要
す

識
し
た
整
備
な
ど
に
要
す
る

費
用
を
要
求
す
る
。
資
材

費
用
を
要
求
す
る
。
資
材
価

格
高
騰
を
踏
ま
え
て
公
共

格
高
騰
を
踏
ま
え
て
公
共
事

業
な
ど
の
実
施
に
必
要
な

業
な
ど
の
実
施
に
必
要
な
経

費
は
費
は
、　

年
度
予
算
の
概

年
度
予
算
の
概
算

2323

要
求
に
続
く

要
求
に
続
く
２
年
連
続
の

年
連
続
の
事

項
要
求
で
、「
資
材
価
格
高

項
要
求
で
、「
資
材
価
格
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
て
必
要
な

な
ど
を
踏
ま
え
て
必
要
な
事

業
量
を
確
保
す
る
」（
官
房

業
量
を
確
保
す
る
」（
官
房
会

計
課
）
姿
勢
だ

計
課
）
姿
勢
だ
。

具
体
の
施
策
と
要
求
額

　
具
体
の
施
策
と
要
求
額
を

見
る
と
、
流
域
治
水
の
加

見
る
と
、
流
域
治
水
の
加
速

化
・
強
化
に

化
・
強
化
に
８
０
０
２

８
０
０
２
億
円

を
求
め
る
。
全
国
に

を
求
め
る
。
全
国
に
１
０
１
０
９

あ
る
あ
る
１
級
水
系
で
策
定
済

級
水
系
で
策
定
済
み

の
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

の
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
気
候
変
動
対
応
型
に
順

を
気
候
変
動
対
応
型
に
順
次

更
新
し
、
取
り
組
み
を
深

更
新
し
、
取
り
組
み
を
深
化

さ
せ
る
流
域
治
水
プ
ロ
ジ

さ
せ
る
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ク
ト
２
・
０
を
展
開
す
る
。

を
展
開
す
る
。
持

続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン

続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
実
現
は

ナ
ン
ス
の
実
現
は
９
０
７

９
０
７
４

億
円
。
予
防
保
全
へ
の
本

億
円
。
予
防
保
全
へ
の
本
格

転
換
を
進
め
る
と
と
も
に

転
換
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦

地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦
略

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を

踏
ま
え
た
広
域
的
・
戦
略

踏
ま
え
た
広
域
的
・
戦
略
的

な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

住
宅
・
建
築
物
の
省
エ

　
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ

対
策
強
化
は

対
策
強
化
は
１
２
２
５

１
２
２
５
億
円

で
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ

で
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）・
Ｚ

Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ

Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ビ
ル
）
の
普
及
、
建

ギ
ー
・
ビ
ル
）
の
普
及
、
建
築

物
の
木
材
利
用
促
進
、
既

物
の
木
材
利
用
促
進
、
既
存

ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ
化
に

ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ
化
に
取

り
組
む
。
整
備
新
幹
線
の

り
組
む
。
整
備
新
幹
線
の
整

備
は
備
は
８
０
４

８
０
４
億
円
億
円
。

持
続
可
能
な
建
設
業
の

　
持
続
可
能
な
建
設
業
の
実

現
に
は

現
に
は
７
億
円
を
要
求
し
、

億
円
を
要
求
し
、 

建
築
資
材
価
格
の
高
騰
を

建
築
資
材
価
格
の
高
騰
を
踏

ま
え
た
取
引
の
適
正
化
を

ま
え
た
取
引
の
適
正
化
を
目

的
と
す
る
実
態
調
査
や
、

的
と
す
る
実
態
調
査
や
、 
働

き
方
改
革
の
推
進
に
関
す

き
方
改
革
の
推
進
に
関
す
る

実
態
調
査
な
ど
に
取
り

実
態
調
査
な
ど
に
取
り
組

む
。

国交省関係予算概算要求事業費・国費総括表（単位・100万円）

行
申
請
手
続
き
▽
就
労
履

行
申
請
手
続
き
▽
就
労
履
歴

を
蓄
積
す
る
カ
ー
ド
リ
ー

を
蓄
積
す
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
の
導
入
な
ど
―
の

ー
の
導
入
な
ど
―
の
３
事
業

と
な
る

と
な
る
。

団
体
が
実
施
し
た
事
業

　
団
体
が
実
施
し
た
事
業
の

経
費
を
助
成
す
る
ス
キ
ー

経
費
を
助
成
す
る
ス
キ
ー
ム

で
、
助
成
率
は
中
小
事
業

で
、
助
成
率
は
中
小
事
業
主

団
体
が

団
体
が
３
分
の
分
の
２
、
そ
れ

、
そ
れ
以

外
の
団
体
が

外
の
団
体
が
２
分
の
分
の
１
と
な

る
。
助
成
金
の
上
限
額
は

る
。
助
成
金
の
上
限
額
は
全

国
団
体
が

国
団
体
が
３
０
０
０

３
０
０
０
万
円
万
円
、

都
道
府
県
団
体
が

都
道
府
県
団
体
が
２
０
０

２
０
０
０

万
円
、
地
域
団
体
が

万
円
、
地
域
団
体
が
１
０
１
０
０

な
ど
の
全
部
か
一
部
を
補

な
ど
の
全
部
か
一
部
を
補
助

▽
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
な
ど
の

▽
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
な
ど
の
代

厚
労
省
は
こ
れ
ら
の
建

　
厚
労
省
は
こ
れ
ら
の
建
設

企
業
・
団
体
向
け
助
成
金

企
業
・
団
体
向
け
助
成
金
に

必
要
な
予
算

必
要
な
予
算
を
　
年
度
予
算

年
度
予
算

2424

の
概
算
要
求
に
盛
り
込
む
。

の
概
算
要
求
に
盛
り
込
む
。
建

設
関
係
の
助
成
金
要
求
額

設
関
係
の
助
成
金
要
求
額
は

前
年
度
比

前
年
度
比
５
・
９
％
減
％
減
の
　7171

億
９
０
０
０

９
０
０
０
万
円
と
す
る

万
円
と
す
る
。

　
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

2222
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
等
普
及
促
進

た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
等
普
及
促
進
コ

ー
ス
は
、
建
設
業
関
係
団

ー
ス
は
、
建
設
業
関
係
団
体

の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
普
及
促
進
へ

の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
普
及
促
進
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
仕

取
り
組
み
を
支
援
す
る
仕
組

み
。
団
体
が
最
長

み
。
団
体
が
最
長
１
年
間
年
間
の

計
画
的
事
業
を
実
施
し
た

計
画
的
事
業
を
実
施
し
た
場

合
に
助
成
す
る
。
具
体
的

合
に
助
成
す
る
。
具
体
的
に

は
、
▽
会
員
企
業
に
対
し

は
、
▽
会
員
企
業
に
対
し
て

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
技
能
者
登
録

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
技
能
者
登
録
料

厚
生
労
働
省
は
、
建
設

　
厚
生
労
働
省
は
、
建
設
企

業
・
建
設
業
関
係
団
体
向

業
・
建
設
業
関
係
団
体
向
け

助
成
金
の
う
ち
、
人
材
確

助
成
金
の
う
ち
、
人
材
確
保

等
支
援
助
成
金
の
「
建
設

等
支
援
助
成
金
の
「
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
等

普
及
促
進
コ
ー
ス
」
を

普
及
促
進
コ
ー
ス
」
を
２
０

２
４
２
４
年
度
も
継
続
す
る
こ

年
度
も
継
続
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
ま
た

を
決
め
た
。
ま
た
、　

年
度
年
度

2323

ま
で
と
し
て
い
た
人
材
開

ま
で
と
し
て
い
た
人
材
開
発

支
援
助
成
金
の
「
建
設
労

支
援
助
成
金
の
「
建
設
労
働

者
技
能
実
習
コ
ー
ス
」
受

者
技
能
実
習
コ
ー
ス
」
受
講

者
が
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

者
が
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

技
能
者
情
報
の
登
録
者
で

技
能
者
情
報
の
登
録
者
で
あ

れ
ば
、
賃
金
助
成
額
を

れ
ば
、
賃
金
助
成
額
を
１
割

上
乗
せ
す
る
優
遇
措
置

上
乗
せ
す
る
優
遇
措
置
も
　2424

年
ま
で
延
長
す
る

年
ま
で
延
長
す
る
。

子
入
札
シ
ス
テ
ム
で
受
け

子
入
札
シ
ス
テ
ム
で
受
け
付

け
る
。
開
札
は

け
る
。
開
札
は
９
月
　
日
午
日
午

1414

長
門
市

　
長
門
市
は
　
日
、
週
休

日
、
週
休
２

2525

日
モ
デ
ル
工
事
（
発
注
者

日
モ
デ
ル
工
事
（
発
注
者
指

定
型
）
の
条
件
付
一
般
競

定
型
）
の
条
件
付
一
般
競
争

入
札
で
「
仙
崎
公
民
館
建

入
札
で
「
仙
崎
公
民
館
建
築

工
事
」
を
公
告
し
た
。
入

工
事
」
を
公
告
し
た
。
入
札

書
な
ど
の
資
料
は

書
な
ど
の
資
料
は
９
月
８
日

か
ら
　
日
ま
で
、
原
則
、

日
ま
で
、
原
則
、
電

1313

建
築
一
式
Ａ
等
級
で
建
築

建
築
一
式
Ａ
等
級
で
建
築
一

式
の
総
合
評
点

式
の
総
合
評
点
９
５
０

９
５
０
点
以

上
。
代
表
者
は
、

上
。
代
表
者
は
、
２
０
０

２
０
０
８

年
度
以
降
に
完
成
し
た
延

年
度
以
降
に
完
成
し
た
延
床

参
加
資
格
＝
代
表
者
は

　
参
加
資
格
＝
代
表
者
は
町

内
の
建
築
一
式
Ａ
等
級
で

内
の
建
築
一
式
Ａ
等
級
で
総

合
評
点

合
評
点
９
０
０

９
０
０
点
以
上
ま

点
以
上
ま
た

は
主
た
る
営
業
所
を
松
江

は
主
た
る
営
業
所
を
松
江
・

出
雲
県
土
整
備
事
務
所
管

出
雲
県
土
整
備
事
務
所
管
内

に
有
す
る
建
築
一
式
Ａ
等

に
有
す
る
建
築
一
式
Ａ
等
級

で
総
合
評
点

で
総
合
評
点
９
５
０

９
５
０
点
以

上
。
構
成
員
は
町
内
の
建

上
。
構
成
員
は
町
内
の
建
築

一
式
Ａ
等
級
ま
た
は
主
た

一
式
Ａ
等
級
ま
た
は
主
た
る

営
業
所
を
松
江
・
出
雲
県

営
業
所
を
松
江
・
出
雲
県
土

整
備
事
務
所
管
内
に
有
す

整
備
事
務
所
管
内
に
有
す
る

島
根
県
隠
岐
の
島
町

　
島
根
県
隠
岐
の
島
町
は
　2424

日
、
一
般
競
争
入
札
の
「

日
、
一
般
競
争
入
札
の
「
隠

岐
の
島
町
中
出
張
所
等
複

岐
の
島
町
中
出
張
所
等
複
合

新
庁
舎
建
築
工
事
」
を
公

新
庁
舎
建
築
工
事
」
を
公
告

し
た
。

し
た
。
２
社
Ｊ
Ｖ
を
対
象

社
Ｊ
Ｖ
を
対
象
に

入
札
参
加
資
格
申
請
書
を

入
札
参
加
資
格
申
請
書
を
９

月
　
日
ま
で
受
け
付
け

日
ま
で
受
け
付
け
、　

1111

1010

月
　
日
に
開
札
を
行
う
。

日
に
開
札
を
行
う
。
問

1717
い
合
わ
せ
は
、
中
出
張

い
合
わ
せ
は
、
中
出
張
所

（
電
話

（
電
話
０
８
５
１
２

０
８
５
１
２
―
４
―

０
０
０
２

０
０
０
２
）
ま
で

）
ま
で
。

元
請
実
績
が
あ
る
な
ど

元
請
実
績
が
あ
る
な
ど
。

業
務
内
容
は
、
流
通
情

　
業
務
内
容
は
、
流
通
情
報

工
学
科
校
舎
の
改
修
に
伴

工
学
科
校
舎
の
改
修
に
伴
う

工
事
監
理
業
務
で
、
履
行

工
事
監
理
業
務
で
、
履
行
期

限
は
　
年
３
月
　
日
ま
で

日
ま
で
。

2424

2727

場
所
は
広
島
県
豊
田
郡
大

場
所
は
広
島
県
豊
田
郡
大
崎

上
島
町
東
野

上
島
町
東
野
４
２
７
２

４
２
７
２
―

１
。担

当
部
局
は
、
総
務
課

　
担
当
部
局
は
、
総
務
課
施

設
係
（
電
話

設
係
（
電
話
０
８
４
６

０
８
４
６
―
６

７
―
３
０
１
６

３
０
１
６
）
。

年
度
以
降
に
完
成
・
引
き

年
度
以
降
に
完
成
・
引
き
渡

し
が
完
了
し
た
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ

し
が
完
了
し
た
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造

ま
た
は
Ｒ
Ｃ
造
地
上

ま
た
は
Ｒ
Ｃ
造
地
上
３
階
建

以
上
で
延
べ
面
積

以
上
で
延
べ
面
積
１
０
０

１
０
０
０

釈
以
上
の
学
校
施
設
の

以
上
の
学
校
施
設
の
新

営
、
改
修
の
実
施
設
計
、

営
、
改
修
の
実
施
設
計
、
工

事
監
理
業
務
の
い
ず
れ
か

事
監
理
業
務
の
い
ず
れ
か
の

号
館
＝
Ｒ
Ｃ
造

号
館
＝
Ｒ
Ｃ
造
５
階
建
延

階
建
延
１

５
３
８

５
３
８
・
　

釈
、　

号
館
＝

号
館
＝

6060

2525

Ｒ
Ｃ
造

Ｒ
Ｃ
造
５
階
建
延

階
建
延
１
０
１
０
２

６
・
　

釈
、
集
会
所
＝
Ｒ

、
集
会
所
＝
Ｒ
Ｃ

1010

造
平
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厚労省から移管の水道予算も

＝国交省の概算要求＝

（2）（第三種郵便物認可） 2023年（令和5年）8月28日（月曜日）

     

【上下水道局】

　諮秋穂浄化センター放流流量計更新

（秋穂西地内）＝①市内に本店。電気工（秋穂西地内）＝①市内に本店。電気工事

の入札参加有資格者。過去に元請またの入札参加有資格者。過去に元請または

ＪＶの代表者として上水道施設、下水道

施設または集落排水施設における流量計

（ＤＣ4～20梓またはＤＣ1～5Ｖの出力

信号を有し、連続測定するものに限る）信号を有し、連続測定するものに限る）の

設置または更新の施工実績－など②潜水

形電磁流量計（φ形電磁流量計（φ20200勺）更新）更新1台③2424年

3月1515日④8月3131日⑤9月8日～1212日⑥

9月1313日⑦再公告

　諮福田呼松第2排水機場ポンプ設備改

修（呼松1丁目地内）＝①機械器具設置丁目地内）＝①機械器具設置の

総合値が660660点以上。機械器具設置と点以上。機械器具設置とし

て発注された工事で、主ポンプ設備（口て発注された工事で、主ポンプ設備（口径

75750勺以上の軸流または斜流の立軸ポン

プを自ら製作し据付したものに限る）の

新設・更新を含む機械設備工事の元請施

工実績（60006000万円以上）-など②主ポン

プ設備、立軸軸流ポンプφプ設備、立軸軸流ポンプφ1501500勺3台、主台、主

ポンプ用原動機電動機2台、ディーゼル機

関1台、動力伝達装置、立軸遊星歯車減台、動力伝達装置、立軸遊星歯車減速

機2台、直交軸傘歯車減速機1台、吐出管

類、吐出弁、逆止弁、吐出管類、吐出弁、逆止弁、吐出管3系統分、系系統分、系統

補助設備、燃料移送ポンプ、空気圧縮機、

空気槽の機械設備③2626年3月1313日④9月

6日⑤9月2121日～1010月5日⑥1010月5日⑦

総合評価（特別簡易型総合評価（特別簡易型）

　諮粒江4949号水路改修（粒浦地内）＝①号水路改修（粒浦地内）＝①土

木一式の総合値が520520点以上750750点未満

の市内業者で、営業所等の所在地の小分

類地区が倉敷②地区の区域内。土木一類地区が倉敷②地区の区域内。土木一式

として発注された公共工事の元請（金額

不問）または下請（不問）または下請（500500万円以上）の施万円以上）の施工

実績-など②施工延長100.0100.0ｍ、施工幅

員0.80.8ｍ～1.01.0ｍ、重力式擁壁ｍ、重力式擁壁6.56.5ｍ、大ｍ、大型

フリューム93.593.5ｍ③2424年3月1515日④8月

3030日⑤9月5日～8日⑥9月8日⑦予定価

格921921万円

　諮倉敷駅周辺第2地区道路改良（その

5-85-8）（日吉町地内）＝①土木一式の総）（日吉町地内）＝①土木一式の総合

値が520520点以上750750点未満の市内業者

で、営業所等の所在地の小分類地区が倉で、営業所等の所在地の小分類地区が倉敷

①地区の区域内。土木一式として発注さ①地区の区域内。土木一式として発注され

た公共工事の元請（金額不問）または下た公共工事の元請（金額不問）または下請

（500500万円以上）の施工実績-など②都市

計画道路北浜日吉線外1線、施工延長Ｌ

58.358.3ｍ、Ｗｍ、Ｗ15.015.0～17.017.0ｍ、道路土工、造ｍ、道路土工、造成

工、排水構造物工、構造物撤去工、仮設工工、排水構造物工、構造物撤去工、仮設工各

一式③2424年3月1515日④8月3030日⑤9月5

日～8日⑥9月8日⑦予定価格12861286万円

　諮倉敷1地区取付管及び取付ます設置

（その5-25-2）（倉敷）（倉敷1地区地内）＝①土木地区地内）＝①土木一

式の総合値が520520点以上850850点未満の市

内業者で、営業所等の所在地の小分類地

区が倉敷①地区の区域内。下水道管埋区が倉敷①地区の区域内。下水道管埋設

として発注された公共工事の元請（金額

不問）または下請（不問）または下請（500500万円以上）の施万円以上）の施工

実績-など②取付ます設置3232カ所、取付

マンホール設置9カ所③2424年2月2929日④

8月3030日⑤9月5日～8日⑥9月8日⑦予

定価格16521652万円

　諮倉敷2地区取付管及び取付ます設置

（その5-25-2）（倉敷）（倉敷2地区地内）＝①土木地区地内）＝①土木一

式の総合値が520520点以上850850点未満の市

内業者で、営業所等の所在地の小分類地

区が倉敷②地区の区域内。下水道管埋区が倉敷②地区の区域内。下水道管埋設

として発注された公共工事の元請（金額

不問）または下請（不問）または下請（500500万円以上）の施万円以上）の施工

実績-など②取付ます設置3232カ所、取付

マンホール設置9カ所③2424年2月2929日④

8月3030日⑤9月5日～8日⑥9月8日⑦予

定価格16521652万円

　諮倉敷1地区取付管及び取付ます設置

（その5-35-3）（倉敷）（倉敷1地区地内）＝①土木地区地内）＝①土木一

式の総合値が520520点以上850850点未満の市

内業者で、営業所等の所在地の小分類地

区が倉敷①地区の区域内。下水道管埋区が倉敷①地区の区域内。下水道管埋設

として発注された公共工事の元請（金額

不問）または下請（不問）または下請（500500万円以上）の施万円以上）の施工

実績-など②取付ます設置3232カ所、取付

マンホール設置9カ所③2424年2月2929日④

8月3030日⑤9月5日～8日⑥9月8日⑦予

定価格16521652万円

　諮倉敷2地区取付管及び取付ます設置

（その5-35-3）（倉敷）（倉敷2地区地内）＝①土木地区地内）＝①土木一

式の総合値が520520点以上850850点未満の市

内業者で、営業所等の所在地の小分類地

区が倉敷②地区の区域内。下水道管埋区が倉敷②地区の区域内。下水道管埋設

として発注された公共工事の元請（金額

不問）または下請（不問）または下請（500500万円以上）の施万円以上）の施工

実績-など②取付ます設置3232カ所、取付

マンホール設置9カ所③2424年2月2929日④

8月3030日⑤9月5日～8日⑥9月8日⑦予

定価格16521652万円

　諮児島柳田町地内下水道管埋設（その

5-35-3）（児島柳田町地内）＝①土木一式）（児島柳田町地内）＝①土木一式の

総合値が580580点以上の市内業者で、営業

所等の所在地の中分類地区が児島地区の

区域内。下水道管埋設として発注され区域内。下水道管埋設として発注された

公共工事の元請施工実績（15001500万円以

上）-など②施工延長328.5328.5ｍ、管きょ工

（開削）320.3320.3ｍ、管きょ工（小口径推進）

8.28.2ｍ、マンホール工、取付管及びます工ｍ、マンホール工、取付管及びます工、

附帯工、立坑工、仮設工各一式③附帯工、立坑工、仮設工各一式③2424年3月

1515日④8月3030日⑤9月5日～8日⑥9月8

日⑦予定価格31233123万円

　諮倉敷中第1ポンプ場沈砂池電気設備

（白楽町地内）＝①電気の総合値が（白楽町地内）＝①電気の総合値が520520点

以上。電気として発注された公共工事で以上。電気として発注された公共工事で、

下水道法上のポンプ場（マンホールポン下水道法上のポンプ場（マンホールポンプ

場除く）または終末処理場における監視

制御設備の新設・更新（部分更新除く）制御設備の新設・更新（部分更新除く）を

含む電気設備工事の元請施工実績（金額

不問）-など②電気設備、運転操作設備、

監視制御設備各一式③2424年3月1515日④8

月3030日⑤9月5日～8日⑥9月8日⑦予定

価格17711771万円

　諮水島緑地福田公園園路舗装（福田町

古新田地内）＝①舗装の総合値が600600点

以上の市内業者。舗装として発注され以上の市内業者。舗装として発注された

公共工事の元請施工実績（10001000万円以

上）-など②公園面積3434万7007000釈、土工、土工

一式、境界ブロック一式、境界ブロック10.010.0ｍ、インターロッｍ、インターロッキ

ングブロック1861866釈、視覚障害者誘導ブ

ロック57釈、集束管169.0169.0ｍ、表層27釈、

構造物撤去一式③2424年2月2929日④8月

3030日⑤9月5日～8日⑥9月8日⑦予定価

格36543654万円

　諮ＪＲ伯備線近接敷地造成（その1）

（石見町地内）＝①土木一式の総合値が

750750点以上の市内業者。土木一式とし点以上の市内業者。土木一式として

発注された公共工事で、各旅客鉄道会社

の鉄道営業線近接工事の元請施工実績

（60006000万円以上）-など ②敷地面積

2386.92386.96釈、土工、場所打擁壁工、プレ、土工、場所打擁壁工、プレキ

ャストＬ型擁壁設置、構造物取壊工・杭ャストＬ型擁壁設置、構造物取壊工・杭破

砕撤去、仮設工・仮囲い設置撤去、舗装工砕撤去、仮設工・仮囲い設置撤去、舗装工・

上層路盤工（歩道部）・アスファルト舗上層路盤工（歩道部）・アスファルト舗装

工、軌道保守工、三次元変位観測、地盤工、軌道保守工、三次元変位観測、地盤変

動影響調査、覚書（標準）事故防止施工動影響調査、覚書（標準）事故防止施工計

画書等作成各一式③2424年3月1515日④8月

3030日⑤9月1414日～2525日⑥9月2525日

　諮古城池トンネル（上り）補修（福田町古城池トンネル（上り）補修（福田町浦

田外地内）＝①土木一式の総合値が75750

点以上の市内業者、県内業者。トンネル点以上の市内業者、県内業者。トンネル内

装板設置、道路トンネルの建設・補修と装板設置、道路トンネルの建設・補修とし

て発注された公共工事の元請の施工実績

（30003000万円以上）-など②古城池トンネ

ル（上り）施工延長453.9453.9ｍ、施工幅員

10.510.5ｍ、内装板設置工ｍ、内装板設置工1591594釈、内装パネ、内装パネ

ル撤去工2362360釈、内装塗装撤去工43436

釈、剥落対策工（ネット工、剥落対策工（ネット工14釈、断面修復工、断面修復工

0.000.001弱）③）③2424年3月1515日④8月3030日⑤

9月1414日～2525日⑥9月2525日

　諮倉敷中第1ポンプ場沈砂池機械設備

（白楽町地内）＝①機械器具設置の総合（白楽町地内）＝①機械器具設置の総合値

が660660点以上。機械器具設置として発点以上。機械器具設置として発注

された公共工事で、下水道法上のポンプ

場（マンホールポンプ場除く）または終末

処理場における沈砂池設備を新設・更新

する機械設備の元請施工実績（30003000万

円以上）-など②添1間欠式自動除じん機

1基、添1流入ゲート流入ゲート1門③2424年3月1515日

④8月3030日⑤9月1212日～2525日⑥9月25

日⑦予定価格59285928万円

　諮復興防災公園（仮称）遊具ほか整備

（真備町箭田地内）＝①造園の総合値が

660660点以上の市内業者。造園として発点以上の市内業者。造園として発注

された公共工事の元請施工実績（500500万

円以上）-など②土工一式、アスレチック

遊具1基、階段1基、ゴムチップ舗装20200

釈、地先境界ブロック、地先境界ブロック42.642.6ｍ、ベンチｍ、ベンチ4基、

コンクリートベンチコンクリートベンチ1基、インクルーシブ遊

具1基、芝すべり1基、コンクリート舗装基、コンクリート舗装5.5.2

釈③2424年3月1515日④8月3030日⑤9月1212日

～2525日⑥9月2525日⑦予定価格58465846万円

　試玉島下水処理場耐震診断業務（玉島

乙島地内）＝①「土木設計」。下水道法上乙島地内）＝①「土木設計」。下水道法上の

終末処理場における耐震診断業務または

耐震補強設計業務の元請実績-など②耐

震診断一式③2424年3月1515日④8月3030日

⑤9月5日～8日⑥9月8日⑦予定価格

37523752万円

　諮宮前地内配水管改良（その1）（宮）（宮前

地内）＝①水道施設の点数が570570点以上

の市内業者、県内業者。営業所等の所在の市内業者、県内業者。営業所等の所在地

の大分類が倉敷地区の区域内。水道施の大分類が倉敷地区の区域内。水道施設

として発注された公共工事の元請施工実

績（績（500500万円以上）-など②ＧＸ形ＤＩＰ

（φ200200）164.9164.9ｍ、同（φｍ、同（φ100100）34.434.4ｍ、

消火栓（φ消火栓（φ7575）1基、仕切弁（φ基、仕切弁（φ200200）2基、

同（φ同（φ100100）4基、配水管切替工（φ基、配水管切替工（φ100100）1

カ所、給水管切替工（φカ所、給水管切替工（φ4040）1カ所、同（カ所、同（φ

2525）1カ所、同（φカ所、同（φ2020）7カ所③2424年1月

3131日④8月3131日⑤9月1日～7日⑥9月7

日⑦予定価格23272327万円

 ・・・ 　 ・・・  ・・・ 　25日公告

倉 敷 市 契 約 課
条件付一般競争入札

 ・・・・ 　 ・・・・  ・・・・ 25日公告

倉 敷 市 水 道 局
条件付一般競争入札

 ・・・ 　 ・・・  ・・・ 　25日公告

山口市条件付一般競争


